
事例紹介

【東京国際空港（羽田空港）航空機火災対応①】
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災害概要
令和６年１月２日 １７：４７頃

○ ＪＡＬ５１６便（新千歳→羽田）が、羽田空港Ｃ滑走路に着陸する際、
滑走路上にて、離陸前の段階であった海上保安庁機と衝突

○ 海上保安機は、滑走路上にて爆発し大破炎上

○ ＪＡＬ機は、衝突地点から約1,700ｍ先の滑走路脇の草地で停止し炎上

○ ＪＡＬ機の乗客乗員３７９人は、約１１分後には全員脱出
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海上保安庁機
（乗員６名）

ＪＡＬ機
（乗員乗客３７９名）

消防西庁舎

活動概要 空港消防の出動状況

3

消防東庁舎

SPOT ５０５
（集結地区）

JAL機停止位置
衝突位置

海上保安機

JAL機

位置図



初期消火活動

4機体残骸

 海上保安庁機 空港消防 活動展開図

風向／風速
340度/7kts

視程：30km



C3

 海上保安庁機 空港消防 東京消防庁 活動展開図

航空局
東京消防庁 救急⾞

65mm × 6（2線）

65mm × 6（2線）

65mm × 3（1線）

吸管吸管

☒

救急車
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救急車救急車

約１時間後



風向／風速
340度/7kts

視程：30km

17：51 消火活動
周辺の安全を確認し、機体へ接近
消火活動、避難誘導を実施

火災状況等
№１エンジン、左翼付根部～左翼中央

脱出スライドの展開（L１、R1）

 ＪＡＬ機 空港消防 活動展開図
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初期消火活動

Ｌ１

Ｒ１



17：55頃 消火活動
胴体への延焼、翼の燃料タンク
への引火を防ぎ、乗客の脱出する
時間の確保に努める

脱出スライドの展開(L4) 7

 ＪＡＬ機 空港消防 活動展開図

初期消火活動 風向／風速
340度/7kts

視程：30km

Ｌ１

Ｒ１

Ｌ４



C9 C8

C7

E5E6

☒

化
学

車
化

学
車 化

学
車

化
学

車

65mm × 19（2線）

吸管 吸管吸管

65mm × 7（2線） 65mm × 7（2線）
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 ＪＡＬ機 空港消防 東京消防庁 活動展開図

航空局
東京消防庁 救急⾞救急車

約１時間後



救急車救急車 救急車救急車

ｽｰﾊﾟｰAｽｰﾊﾟｰA

救急車救急車

医
療
搬
送
車

医
療
搬
送
車

 SPOT ５０５ 空港消防 東京消防庁 活動展開図
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リムジンバス

18:30頃 乗客乗員をリムジンバスにて順次搬送

収容先：T１南バスラウンジ

航空局
東京消防庁 救急⾞救急車



事故対応の振り返り
空港内事業者・東京消防庁・医療関係者など役割毎に応じた検証を実施し、
その検証結果を取りまとめる

【主な検証内容と対応】

１ 休日・夜間の初動体制の強化
・休日・夜間に派遣可能な空港側担当者を追加し、関係要領の改正
・救急搬送の選択肢として、ドクターカーやドクターヘリの導入検討

２ 現場指揮所の明示化と活動調整の充実
・現場指揮や責任者は、視認しやすい目印（ビブス等）の着用
・指揮所内に集まった負傷者情報は速やかに関係機関へ情報提供

３ 医療関係者の派遣規模判断の早期化
・非常脱出時、直ちに全ての医療リソースを投入すべく関係要領の改正
・派遣医師へは直接連絡が届くよう運用を改善

４ 現場での医療活動の統制と医療情報の共有
・医療関係者が複数箇所にて対応し、負傷者情報の収集に時間を要した
ことから、医療活動全体を把握できるよう訓練を積み重ねる
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